
SNS型クラウドが情報共有に最適な理由

今までも、企業では「グループウェア」という情報共有ツールを利⽤しています。

主に「ワークフロー」等に利⽤されていましたが、ストローフェイスも発想は同じです。

情報をサーバー上で共有し、「いつ・誰が・何を・どうした」というトレーサビリティー

（履歴管理）を⾏っていたものを「企業間」に広げものです。

このストローフェイスを利⽤することの効果は絶⼤です。

① アマゾンクラウド上での一元的なウィルスチェック

② データの時系列管理が可能（過去データの有効活⽤）

③ 既読機能による、情報伝達不備の解消

④ 二重データの回避

⑤ １対１SNS、グループSNSを利⽤した、多様な情報共有形態が可能

⑥ 個⼈レベルでのドキュメント管理にも活⽤

使い⽅によっては無限の可能性があり、うまく運⽤できれば、これほど便利な仕組はありま

せん。

しかもすべてのサービスが無料で利⽤頂けます。

- 情報管理の発想が変わる -

Change a management concept  


